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小山ダムの完成と河川改修により約１，７００戸を浸水被害から防御 

昭和６１年８月台風１０号に 

よる北茨城市磯原市街の 

被害 

 

 浸水面積   ５９０ ｈａ 

 床上浸水   ５７５ 戸 

 床下浸水  １,１１２ 戸 

 農地の冠水  ３７３ ｈａ 

 

（※） 
昭和６１年８月の台風１０号と同じ 
降雨があった場合の推定水位 

 

昭和６１年８月台風１０号での実績水位：５．２３ｍ 

（ダム＋河川改修）後の 
推定水位：３．９７ｍ （※） 

昭和６１年８月当時 
の河川断面 

１．２６ｍ低下 

大北川の河川断面図（磯原地点） 

河川改修後の 
河川断面 

昭和６１年８月に北茨城市磯原の市街地一帯が

浸水した台風１０号と同じ規模の台風が再来しても，

小山ダムの完成と河川の改修により大北川は溢れ

なくなりました。 

ダムに水を貯めることで，大雨の時でも川の水を

安全に流下させることができるようになりました。 

ダムに貯めている水を川へ補給することで，現在，

飲み水を約１３，３００世帯に，工業用水を１５社に

供給しております。 


